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（
は
じ
め
に
）

　
今
年
（
平
成
十
二
年
）
の
初
め
、
明
治
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
研
究
資

料
現
代
日
本
文
学
・
第
二
巻
』
で
阿
川
弘
之
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
二
十
余
年

前
（
昭
和
五
十
五
年
）
の
同
書
の
補
訂
版
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
阿
川
弘
之
の

作
家
活
動
や
研
究
資
料
面
で
大
き
な
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
、
実
質
的
に

は
改
め
て
書
き
直
し
た
。

　
今
ま
で
戦
争
と
文
学
者
に
つ
い
て
特
に
関
心
を
持
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
戦

争
下
の
文
学
や
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
の
明
治
書
院
の
原
稿
執

筆
を
機
に
、
戦
後
の
戦
争
文
学
に
眼
を
向
け
、
阿
川
弘
之
の
戦
争
体
験
と
戦
争

文
学
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

（
一
）

阿
川
弘
之
は
昭
和
十
五
年
四
月
、
広
島
高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
文
学

阿
川
弘
之
論
（
都
築
久
義
）

部
国
文
科
に
入
学
し
た
。
折
か
ら
「
支
那
事
変
」
（
十
二
年
七
月
）
は
四
年
目

に
な
っ
て
も
、
解
決
の
目
途
は
立
た
ず
、
政
府
は
七
月
に
南
進
政
策
を
決
め
、

東
南
ア
ジ
ア
を
植
民
地
に
し
て
い
る
西
欧
列
強
と
の
直
接
対
決
で
打
開
し
よ
う

と
し
た
。

　
そ
こ
で
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
を
打
出
し
、
「
ア
ジ
ア
を
西
洋
の
植
民
地
か
ら

解
放
す
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
米
英

に
宣
戦
布
告
を
し
た
。
大
東
亜
戦
争
の
開
戦
で
あ
る
。

　
日
米
決
戦
を
国
家
総
動
員
体
制
で
臨
も
う
と
し
て
い
た
政
府
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
や
大
学
生
に
対
す
る
特
別
扱
い
を
や
め
、
開
戦
前
の
十
六
年
八
月
か
ら

大
学
に
も
、
軍
事
教
練
担
当
の
現
役
将
校
を
配
属
し
、
十
月
に
は
大
学
の
修
業

年
限
の
短
縮
（
半
年
繰
り
上
げ
卒
業
）
を
決
定
し
た
。
や
が
て
十
八
年
十
月
、

文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
制
度
を
廃
止
し
、
二
十
歳
に
達
し
た
者
は
在
学
中
で

も
徴
兵
さ
れ
た
の
が
、
世
に
い
う
学
徒
出
陣
で
あ
る
。

　
阿
川
弘
之
は
大
東
亜
戦
争
開
戦
前
後
と
い
う
総
力
戦
の
真
っ
只
中
に
大
学
生

二
三



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
　
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
二
十
六
号

に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
軍
隊
に
入
る
の
は
覚
悟
し
て
い
た

が
、
で
き
れ
ば
陸
軍
よ
り
海
軍
に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
矢

先
、
軍
事
教
練
で
陸
軍
野
営
場
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
文
学
部
の
掲
示
板
に
、

「
海
軍
予
備
学
生
（
兵
科
）
募
集
」
ノ
貼
紙
が
し
て
あ
っ
た
。
お
り
し
も
繰
り

上
げ
卒
業
で
来
年
九
月
の
卒
業
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

　
「
私
の
履
歴
書
」
（
日
本
経
済
新
聞
　
昭
6
2
・
1
2
・
1
～
3
1
）
で
そ
の
時
の

こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

も
し
か
す
る
と
こ
れ
で
、
陸
軍
へ
行
か
な
く
て
す
む
。
ど
ん
な
海
軍
教
育

と
将
来
ど
ん
な
配
置
が
待
つ
て
ゐ
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

そ
の
日
私
は
迷
ふ
こ
と
な
く
、
予
備
学
生
採
用
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
決

心
し
た
。
ニ
カ
月
後
大
東
亜
戦
争
開
戦
、
ハ
ワ
イ
の
米
太
平
洋
艦
隊
全
滅
、

マ
レ
ー
沖
の
英
戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
。
ウ
ェ
ル
ス
」
撃
沈
と
、
相
次

ぐ
緒
戦
の
大
戦
果
に
、
私
の
海
軍
願
望
が
ま
す
ま
す
強
く
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
断
然
欠
席
』
講
談
社
　
昭
6
4
・
、
6
所
収
）

　
海
軍
予
備
学
生
は
大
学
や
高
等
専
門
学
校
出
身
の
予
備
士
官
で
、
短
期
の
速

成
教
育
で
士
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
軍
で
は
兵
学
校
出
身
の
士
官
と
区

別
し
て
予
備
学
生
と
呼
ん
だ
。
も
と
も
と
飛
行
搭
乗
士
官
の
補
充
を
目
的
と
し

た
飛
行
科
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
戦
線
の
拡
大
で
士
官
不
足
に
な
り
、
一
般
兵
科

も
募
集
し
、
阿
川
弘
之
は
そ
の
二
期
制
で
あ
る
。
ち
な
み
に
陸
軍
は
「
支
那
事

変
」
後
に
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
各
地
に
置
い
て
充
当
し
た
。

二
四

　
阿
川
弘
之
が
繰
り
上
げ
卒
業
で
、
海
軍
に
入
隊
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
年
九

月
三
十
日
。
同
期
の
予
備
学
生
五
百
余
人
は
、
長
崎
県
佐
世
保
海
兵
団
に
集
合

し
、
台
湾
の
東
港
航
空
隊
へ
向
か
っ
た
。
台
湾
で
半
年
間
の
基
礎
教
育
を
受
け

た
後
、
陸
戦
、
対
空
、
機
雷
、
通
信
の
専
攻
に
別
れ
、
彼
は
通
信
を
選
ん
だ
。

　
台
湾
か
ら
帰
る
と
、
神
奈
川
県
横
須
賀
の
通
信
学
校
で
暗
号
解
読
や
通
信
諜

報
関
係
の
技
術
を
本
格
的
に
学
び
、
十
八
年
八
月
、
少
尉
に
任
官
し
、
海
軍
省

の
軍
令
部
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
軍
令
部
で
は
特
務
班
に
所
属
し
、
中
国
関
係

の
通
信
傍
受
や
暗
号
解
読
の
作
業
に
従
事
し
た
。
た
ま
た
ま
大
学
時
代
に
国
漢

の
免
許
を
と
ろ
う
と
し
て
、
「
支
那
語
」
を
少
し
ば
か
り
勉
強
し
て
い
た
こ
と

が
、
中
国
関
係
の
部
署
に
配
属
さ
れ
た
理
由
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
軍
令
部
に
勤
務
し
て
一
年
後
の
十
九
年
八
月
、
中
尉
に
任
官
す
る
と
、
「
支

那
方
面
艦
隊
司
令
部
附
」
の
辞
令
が
出
て
、
漢
口
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
漢

口
は
蒋
介
石
政
権
の
あ
る
重
慶
と
対
峙
す
る
位
置
に
あ
り
、
要
衡
の
地
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
今
や
主
戦
場
は
東
南
ア
ジ
ア
の
占
領
地
域
や
太
平
洋
上
に

移
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
の
地
で
は
激
し
い
戦
闘
は
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
敵
機
の
動
静
を
探
知
し
た
り
、
中
国
軍
の
動
向
を
監
視
す
る
の
が

阿
川
の
主
な
任
務
だ
っ
た
が
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
す
る

と
い
う
情
報
も
い
ち
は
や
く
得
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
半
年
後
の
二
十
一
年
一
月

三
日
、
復
員
し
て
広
島
に
帰
っ
た
。

　
広
島
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
で
安
否
が
気
づ
か
わ
れ
た
両
親
は
無
事
で
、
再
会

を
す
ま
せ
る
と
、
早
々
に
上
京
し
た
。
海
軍
に
入
っ
て
断
念
し
た
文
学
を
、
再

び
志
し
た
の
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
の
東
京
は
焦
土
と
化
し
て
い
た
が
、
上
京
す



る
と
、
〈
き
に
な
つ
て
ゐ
た
靖
国
神
社
へ
の
お
参
り
に
行
つ
た
。
別
に
信
心
の

は
う
で
は
な
い
が
、
靖
国
神
社
へ
参
る
だ
け
は
義
務
の
や
う
な
気
が
し
て
ゐ
た
。

（
略
）
此
処
に
は
ず
ゐ
ぶ
ん
大
勢
の
友
人
た
ち
が
ね
む
つ
て
ゐ
る
の
だ
〉
（
「
霊

三
題
」
後
出
）
。

　
東
京
に
出
て
来
て
職
さ
が
し
の
末
、
と
り
あ
え
ず
小
さ
な
新
聞
社
に
見
習
記

者
と
し
て
採
用
さ
れ
、
手
始
め
に
書
い
た
の
が
メ
ー
デ
ー
の
記
事
だ
っ
た
が
、

〈
書
き
あ
げ
て
か
ら
読
み
か
へ
し
た
。
さ
み
し
い
気
が
し
た
〉
（
「
修
介
」
『
別

冊
文
芸
春
秋
』
6
月
号
　
昭
2
3
・
4
）
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
原
稿

が
あ
ま
り
に
も
、
今
や
時
代
の
風
潮
に
な
っ
て
い
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
口
真
似

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
華
民
国
が
昭
和
二
十
年
七

月
二
十
六
日
に
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
ポ
ツ
ダ
ム
で
発
し
た
、
日
本
へ
の
降
伏
勧
告

の
共
同
宣
言
で
あ
る
。
日
本
が
こ
れ
を
受
託
す
る
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
八

月
十
四
日
、
翌
十
五
日
に
玉
音
放
送
で
国
民
に
知
ら
さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。

　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
十
三
項
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
核
心
は
第
六
項
で
あ
る
。

吾
等
は
無
責
任
な
る
軍
国
主
義
が
世
界
よ
り
駆
逐
せ
ら
る
・
に
至
る
迄
は

平
和
、
安
全
及
正
義
の
新
秩
序
が
生
じ
得
ざ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
な

る
を
以
て
日
本
国
民
を
欺
購
し
之
を
し
て
世
界
征
服
の
挙
に
出
ず
る
の
過

誤
を
犯
さ
し
め
た
る
者
の
権
力
及
び
勢
力
は
永
久
に
除
去
せ
ら
れ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。

阿
川
弘
之
論
（
都
築
久
義
）

（
朝
日
新
聞
　
昭
2
0
・
8
・
1
5
　
）

　
要
す
る
に
、
無
責
任
な
軍
国
主
義
者
が
国
民
を
欺
購
し
、
世
界
征
服
を
企
て

る
と
い
う
過
誤
を
犯
し
た
の
で
、
彼
ら
の
権
力
や
勢
力
を
永
久
に
介
助
す
る
、

と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
従
え
ば
、
日
本
国
民
は
無
責
任
な
軍

国
主
義
者
に
だ
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
大
東
亜
戦
争
の
宣
戦
布
告
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

米
英
両
国
ハ
残
存
政
権
（
注
・
蒋
介
石
）
ヲ
支
援
シ
テ
東
亜
ノ
禍
乱
ヲ
助

長
シ
平
和
ノ
美
名
二
匿
レ
テ
東
洋
制
覇
ノ
非
望
ヲ
逞
ウ
セ
ム
ト
ス
剰
へ
与

国
ヲ
誘
ヒ
帝
国
ノ
周
辺
二
於
テ
武
備
ヲ
増
強
シ
テ
我
二
挑
戦
シ
更
二
帝
国

ノ
平
和
的
通
商
二
有
ラ
ユ
ル
妨
害
ヲ
与
へ
遂
二
経
済
断
交
ヲ
敢
ヘ
テ
シ
帝

国
ノ
生
存
二
重
大
ナ
ル
脅
威
ヲ
如
ク
（
略
）
速
二
禍
根
ヲ
疫
除
シ
テ
東
亜

永
遠
ノ
平
和
ヲ
確
立
シ
以
テ
帝
国
ノ
光
栄
ヲ
保
全
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
。

　
開
戦
当
時
、
多
く
の
人
び
と
は
米
英
の
〈
東
洋
制
覇
〉
と
戦
う
こ
と
に
拍
手

を
送
り
、
緒
戦
の
成
果
に
歓
喜
し
た
は
ず
だ
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
言
う
よ
う
な

無
責
任
な
軍
国
主
義
者
の
〈
世
界
征
服
〉
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
、
と
思
っ
て
い

た
国
民
な
ど
は
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
戦
争
に
負
け
た
途
端
に
、
人
び
と
は
占
領
軍
の
言
う
ま
ま
に
、

軍
人
や
軍
隊
を
罵
倒
し
始
め
た
。
植
民
地
解
放
の
「
聖
戦
」
が
一
夜
に
し
て
世

界
征
服
の
「
侵
略
戦
争
」
に
な
り
、
「
鬼
畜
米
英
」
が
一
朝
に
し
て
「
民
主
主

二
五
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義
の
理
想
国
家
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
人
び
と
の
変
り
身
と
時
代
の
動
向
に
阿
川
弘
之
は
追
従
し
な
か
っ

た
た
め
、
〈
あ
い
つ
一
人
、
向
ふ
側
の
人
間
だ
か
ら
〉
（
「
私
の
履
歴
書
」
）
と
い
っ

た
批
判
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
し
か
に
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
た
り
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
に
懐
疑
的
で
あ
っ
て
は
〈
向
ふ
側
〉
の
人
だ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
時

代
が
激
変
し
て
も
自
分
の
信
念
と
節
操
を
守
っ
た
人
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）

　
阿
川
弘
之
が
は
っ
き
り
と
文
学
の
道
を
志
し
た
の
は
、
旧
制
高
校
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
四
月
、
広
島
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
を
四
年

で
修
了
し
、
広
島
高
等
学
校
文
科
乙
類
に
入
学
し
た
。
そ
の
年
の
七
月
に
「
支

那
事
変
」
が
勃
発
し
、
時
代
は
戦
争
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
附
属
中
学
の
自
由

主
義
的
な
校
風
の
中
で
育
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
時
代
の
雰
囲
気
に
あ
ま
り
染

ま
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
た
家
庭
生
活
を
送
り
、
学
校
で

は
文
芸
部
で
活
動
し
て
い
た
。

　
高
校
時
代
に
阿
川
が
最
も
文
学
的
影
響
を
受
け
た
の
は
、
中
島
光
風
先
生
と

志
賀
直
哉
で
あ
っ
た
こ
と
を
随
所
で
述
べ
て
い
る
。
中
島
光
風
先
生
は
高
校
時

代
の
恩
師
だ
。
一
年
生
の
時
に
万
葉
集
の
講
義
を
聴
い
て
魅
せ
ら
れ
、
課
外
授

業
の
万
葉
集
輪
読
会
や
短
歌
会
に
も
出
席
し
、
先
生
の
お
宅
に
も
押
し
か
け
た

と
い
う
。
阿
川
は
中
島
先
生
と
万
葉
集
に
よ
っ
て
文
学
的
開
眼
を
し
た
の
で
あ

る
。　

志
賀
直
哉
は
高
校
時
代
に
影
響
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
大
学
時
代
に
は
卒
業

二
六

論
文
に
書
く
ほ
ど
私
淑
し
て
い
た
。
そ
の
志
賀
に
よ
っ
て
作
家
へ
の
道
が
開
か

れ
、
門
弟
に
名
を
連
ね
た
の
は
有
名
だ
が
、
そ
も
そ
も
志
賀
直
哉
と
の
出
会
い

が
興
味
深
い
。

　
「
わ
が
文
学
の
揺
藍
期
－
戦
争
前
後
の
頃
」
で
次
の
よ
う
に
告
白
し
て
い

る
。

同
じ
年
（
昭
和
十
二
年
）
の
秋
、
岩
波
書
店
か
ら
「
二
葉
亭
四
迷
全
集
」

が
、
改
造
社
か
ら
「
志
賀
直
哉
全
集
」
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
聞
広
告
を
見
て
私
が
取
つ
て
ほ
し
い
と
言
ふ
と
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け

な
ら
よ
か
ら
う
と
父
親
が
答
へ
た
。
私
は
し
ば
ら
く
迷
つ
て
ゐ
た
。
こ
ん

に
ち
の
や
う
に
た
い
て
い
中
等
国
語
の
教
科
書
に
志
賀
先
生
の
作
品
が
載

つ
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と
は
な
く
、
私
は
二
葉
亭
四
迷
は
読
ん
で
ゐ
た
が
、

「
シ
ガ
ナ
オ
ヤ
」
は
ど
の
程
度
し
つ
て
ゐ
た
か
ゐ
な
か
つ
た
か
、
た
だ
文

芸
部
の
先
輩
が
、
「
シ
ガ
ナ
オ
ヤ
の
ア
ン
ヤ
コ
ー
ロ
が
今
度
完
結
し
た
が

あ
れ
は
す
ば
ら
し
い
小
説
だ
。
」
と
言
つ
た
の
が
耳
に
残
つ
て
ゐ
て
、
結

局
志
賀
直
哉
全
集
を
買
ふ
こ
と
に
決
め
た
。

　
　
　
　
　
（
新
潮
日
本
文
学
5
1
　
阿
川
弘
之
集
　
昭
4
5
・
1
2
　
月
報
）

　
阿
川
は
高
校
時
代
に
も
う
一
人
、
特
記
す
べ
き
人
に
め
ぐ
り
会
っ
て
い
る
。

谷
川
徹
三
だ
。
文
芸
部
の
講
演
会
で
講
師
に
招
い
た
の
が
機
縁
で
、
東
大
に
入

学
後
も
、
谷
川
家
に
出
入
り
し
、
家
族
と
も
親
し
い
間
柄
に
な
っ
た
。
谷
川
が

後
に
阿
川
を
志
賀
直
哉
に
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
運
命
的



な
出
会
い
だ
っ
た
。

　
高
校
時
代
の
創
作
活
動
は
、
兄
や
姉
の
居
た
満
州
へ
旅
行
し
た
折
に
見
た
、

白
系
ロ
シ
ア
人
の
バ
ス
ガ
イ
ド
と
日
本
の
青
年
と
の
恋
愛
を
描
い
た
、
「
臼
き

花
」
を
文
芸
部
誌
『
皆
実
』
に
発
表
し
た
の
が
処
女
作
だ
（
「
私
の
履
歴
書
」
）

そ
う
だ
が
、
わ
た
し
は
未
見
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
皆
実
』
に
発
表
し
た
作
品

は
、
「
包
子
」
（
2
4
号
　
昭
1
3
・
9
）
、
「
瀬
戸
」
（
2
5
号
　
昭
1
4
・
2
）
、
「
季
節

風
」
（
2
6
号
　
昭
1
4
・
6
）
の
三
篇
が
『
阿
川
弘
之
自
選
作
品
X
』
（
新
潮
社

昭
5
3
・
6
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
満
州
、
大
山
ス
キ
ー
場
、
沖
縄
な
ど
が
点

描
さ
れ
た
体
験
記
風
の
短
篇
だ
が
、
高
校
時
代
の
生
活
環
境
が
彷
彿
と
し
て
い

る
。　

高
校
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
学
外
の
同
人
誌
『
こ
を
ろ
』
に
も
参
加
し
て
い

る
。
昭
和
十
四
年
十
月
、
福
岡
周
辺
の
高
校
生
や
大
学
生
に
よ
っ
て
福
岡
で
発

行
さ
れ
た
雑
誌
だ
。
幼
な
じ
み
が
福
岡
高
校
に
在
学
し
て
い
て
、
彼
か
ら
誘
わ

れ
て
参
加
し
た
が
、

〈
こ
の
雑
誌
は
、
三
年
後
海
軍
に
入
る
ま
で
、
私
が
も
の
を
書
い
て
行
く
上
で

の
拠
り
ど
こ
ろ
〉
（
「
私
の
履
歴
書
」
）
だ
っ
た
。
同
人
に
は
、
島
尾
敏
雄
も
い

て
、
作
家
に
な
っ
て
か
ら
の
文
学
的
立
場
は
違
っ
た
が
、
島
尾
は
阿
川
の
最
も

よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
。

　
『
こ
を
ろ
』
に
発
表
し
た
作
品
も
、
『
阿
川
弘
之
自
選
作
品
X
』
（
前
出
）
に
、

「
大
和
路
」
（
1
号
　
昭
1
4
・
1
0
）
、
「
『
こ
を
ろ
』
に
つ
い
て
」
（
5
号
　
昭
1
5
・

5
）
、
「
三
月
」
（
6
号
　
昭
1
6
・
3
）
、
「
盛
親
僧
都
伝
」
（
1
0
号
　
昭
1
7
・
3
）

の
四
篇
が
載
っ
て
い
る
。
『
こ
を
ろ
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
は
古
典
風
で
、
万

阿
　
川
　
弘
　
之
　
論
（
都
築
　
久
義
）

葉
集
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

　
『
皆
実
』
や
『
こ
を
ろ
』
を
見
る
限
り
、
戦
時
下
な
が
ら
際
立
っ
た
戦
時
色

は
み
ら
れ
ず
、
む
ろ
ん
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
も
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
マ
ル

ク
ス
主
義
の
洗
礼
と
い
う
点
で
は
、
彼
は
遅
れ
て
来
た
青
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

革
命
思
想
の
余
波
さ
え
も
受
け
ず
、
も
っ
ぱ
ら
志
賀
直
哉
の
人
と
文
学
に
傾
倒

し
て
、
阿
川
文
学
の
土
壌
と
基
盤
を
形
成
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
海
軍
時
代
の
三
年
間
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
文
学
活
動
は
中
断
す
る
が
、

復
員
し
て
ま
っ
さ
き
に
谷
川
徹
三
の
家
に
挨
拶
に
行
き
、
今
後
の
こ
と
を
相
談

す
る
と
、
〈
僕
が
推
薦
し
て
も
い
い
と
思
ふ
や
う
な
も
の
を
書
い
て
持
つ
て
来

た
ら
ど
ん
な
所
へ
で
も
推
薦
し
て
あ
げ
ま
す
よ
。
何
か
書
き
ま
せ
ん
か
。
今
は

新
し
い
若
い
人
の
出
る
時
で
す
よ
〉
（
「
巣
立
ち
」
『
座
右
宝
』
昭
2
1
・
6
）
と

言
わ
れ
、
ペ
ン
を
執
り
始
め
た
。

　
そ
こ
で
、
広
島
の
原
爆
で
無
事
だ
っ
た
両
親
に
再
会
し
た
歓
び
を
描
い
た
短

篇
（
「
年
年
歳
歳
」
）
を
谷
川
に
渡
す
と
、
谷
川
は
そ
れ
を
志
賀
直
哉
に
も
み
せ

た
。
志
賀
直
哉
が
、
も
う
二
、
三
作
書
く
よ
う
に
と
言
っ
て
い
た
と
伝
え
聞
い

て
、
最
近
の
身
辺
雑
記
を
ま
と
め
（
「
霊
三
題
」
）
、
谷
川
徹
三
の
紹
介
状
を
持
っ

て
初
め
て
志
賀
直
哉
を
自
宅
に
訪
ね
た
。

　
こ
う
し
て
当
代
随
一
の
大
家
に
避
遁
し
、
い
ち
は
や
く
文
壇
登
場
の
切
符
を

手
に
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
志
賀
直
哉
の
後
盾
と
推
薦
は
絶
大
の
威
力
を
発

揮
し
、
は
や
く
も
昭
和
二
十
一
年
九
月
号
の
雑
誌
に
、
「
年
年
歳
歳
」
（
『
世
界
』
）

と
「
霊
三
題
」
（
『
新
潮
』
）
が
載
っ
た
。
そ
れ
も
『
世
界
』
は
岩
波
書
店
が
新

た
に
創
刊
（
昭
2
1
・
1
）
し
た
総
合
誌
で
、
『
新
潮
』
は
老
舗
の
文
芸
誌
と
い

二
七



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
　
ー
文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇
ー
　
第
二
十
六
号

う
、
無
名
の
新
人
の
処
女
作
を
発
表
で
き
る
雑
誌
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
破
格
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た
が
、
文
壇
は
彼
の
文
学
を
容
易

に
受
け
入
れ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
九
月
の
文
芸
時
評
で
、

平
野
謙
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

新
日
本
文
学
会
の
ま
わ
り
に
、
こ
の
「
病
舎
に
て
」
や
「
町
工
場
」
の
や

う
な
質
僕
な
作
品
が
花
さ
い
て
ゆ
く
こ
と
は
い
か
に
も
会
自
体
の
成
功
だ

ろ
う
。
こ
の
二
作
を
大
向
日
葵
の
「
マ
ツ
コ
イ
病
院
」
（
新
潮
・
九
月
）

や
阿
川
弘
之
の
「
霊
三
題
」
な
ど
の
む
な
し
い
平
明
に
比
較
し
た
場
合
、

新
日
本
文
学
会
の
会
と
し
て
の
弾
み
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
芸
時
評
』
昭
4
4
・
8
　
河
出
書
房
新
社
）

　
文
芸
時
評
で
こ
ん
な
ふ
う
に
酷
評
さ
れ
る
阿
川
に
原
稿
の
注
文
は
な
く
、
彼

の
方
に
も
書
く
意
欲
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
へ
の
非
難
の
中
に
は
、

「
若
い
の
に
野
心
が
な
さ
す
ぎ
る
」
と
い
ふ
の
も
あ
つ
た
が
、
今
の
文
壇

で
野
心
な
ぞ
持
て
ば
、
心
か
な
な
は
ぬ
芸
当
の
一
つ
も
し
て
見
せ
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
る
だ
ら
う
。
真
ッ
平
ご
め
ん
と
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
私
の
履
歴
書
」
）

　
意
地
を
張
っ
て
い
た
の
は
、
い
か
に
も
阿
川
弘
之
の
面
目
が
躍
如
し
て
い
よ

う
。
反
戦
・
反
軍
を
標
榜
し
、
民
主
主
義
文
学
の
創
造
を
詠
う
新
日
本
文
学
会

二
八

（
二
十
年
十
二
月
創
立
）
が
、
文
壇
の
旗
手
と
し
て
大
手
を
振
っ
て
い
て
も
、

あ
く
ま
で
も
自
分
の
文
学
と
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）

　
阿
川
弘
之
が
初
め
て
書
い
た
本
格
的
な
戦
争
文
学
は
、
「
あ
号
作
戦
前
後
ー

1
春
の
城
」
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
号
『
新
潮
』
に
発
表
さ
れ
、

目
次
に
わ
ざ
わ
ざ
〈
二
百
枚
〉
と
記
さ
れ
た
大
作
だ
。
「
あ
号
作
戦
」
は
、
昭

和
十
九
年
六
月
、
太
平
洋
マ
リ
ア
ナ
海
で
展
開
さ
れ
た
海
戦
で
、
艦
隊
司
令
部

の
あ
っ
た
サ
イ
パ
ン
島
が
全
滅
し
、
日
本
の
敗
戦
を
決
定
的
に
し
た
。
サ
イ
パ

ン
島
の
玉
砕
は
島
民
も
巻
添
え
に
し
、
そ
の
悲
劇
は
語
り
草
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
小
説
の
題
名
か
ら
「
あ
号
作
戦
」
を
題
材
に
し
て
い
る
と
思
い
が

ち
だ
が
、
小
説
の
舞
台
は
マ
リ
ア
ナ
海
で
も
サ
イ
パ
ン
島
で
も
な
い
。
東
京
は

霞
ヶ
関
の
海
軍
省
軍
令
部
で
あ
る
。
実
は
こ
の
小
説
に
は
「
後
記
」
で
、
「
あ

号
作
戦
前
後
」
は
、
〈
長
篇
小
説
「
春
の
城
」
の
一
部
〉
で
あ
り
、
〈
「
あ
号
作

戦
前
後
」
は
今
回
の
部
分
の
副
題
で
あ
る
事
を
お
断
り
し
て
お
く
。
〉
と
付
記

し
て
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
「
春
の
城
」
は
杜
甫
の
詩
が
念
頭
に
あ
っ
て
つ
け

た
と
い
う
。

　
こ
の
小
説
は
、
一
言
で
い
う
と
、
「
あ
号
作
戦
」
前
後
の
、
海
軍
省
軍
令
部

特
務
班
の
軍
務
と
人
間
模
様
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
は
阿
川
弘
之
が
予

備
学
生
か
ら
少
尉
に
任
官
し
、
最
初
に
配
属
さ
れ
た
部
署
だ
。
小
説
の
「
ま
え

が
き
」
に
は
、
特
務
班
の
業
務
、
構
成
、
人
数
が
詳
し
く
説
明
し
て
あ
り
、
当

時
の
戦
争
文
学
と
し
て
は
異
色
と
い
え
よ
う
。
主
人
公
は
予
備
学
生
出
身
の
士



官
、
小
畑
耕
二
、
作
者
が
モ
デ
ル
で
特
務
班
に
は
大
学
の
同
級
生
や
同
窓
生
で

予
備
学
生
出
身
の
仲
間
が
数
人
い
る
。

　
敵
軍
の
飛
ば
す
暗
号
解
読
の
方
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
た
り
、
刻
々
と
入
っ
て

来
る
戦
況
や
仲
間
の
一
人
が
戦
死
し
た
「
あ
号
作
戦
」
の
戦
闘
描
写
な
ど
が
、

戦
争
文
学
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
主
題
は
予
備
学
生
仲

間
の
友
情
と
淡
い
恋
で
あ
り
、
若
い
士
官
た
ち
の
青
春
だ
。

　
『
群
像
』
（
昭
2
5
・
1
）
の
創
作
合
評
会
（
尾
崎
一
雄
、
亀
井
勝
一
郎
、
佐
々

木
基
一
）
で
、
「
あ
号
作
戦
前
後
」
を
と
り
あ
げ
、
尾
崎
一
雄
が
〈
こ
の
小
説

は
ち
ょ
っ
と
「
三
四
郎
」
み
た
い
な
気
分
が
あ
り
ま
せ
ん
か
〉
と
発
言
し
て
い

る
の
が
、
こ
の
小
説
の
主
題
を
的
確
に
伝
え
て
い
る
。
若
い
士
官
た
ち
が
理
事

生
と
呼
ば
れ
た
女
性
タ
イ
ピ
ス
ト
に
恋
を
す
れ
ば
、
仲
間
同
士
で
友
情
を
示
し
、

勤
務
が
終
れ
ば
帝
劇
に
も
行
き
、
構
内
の
庭
で
ク
ロ
ケ
ッ
ト
に
興
じ
、
正
月
に

は
帰
省
も
す
る
と
い
っ
た
光
景
は
、
砲
弾
煙
雨
の
戦
場
で
は
決
し
て
見
ら
れ
ま

い
。

　
「
あ
号
作
戦
前
後
」
は
、
小
畑
耕
二
が
「
支
那
方
面
艦
隊
司
令
部
」
行
き
を

命
ぜ
ら
れ
、
中
国
の
漢
口
へ
向
う
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
こ
の
続
き
は
「
四

つ
の
数
字
」
（
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
2
2
号
　
昭
2
6
・
7
）
と
、
「
管
弦
祭
」
（
『
新

潮
』
　
昭
2
6
・
1
2
）
に
書
き
継
が
れ
、
三
篇
を
ま
と
め
て
、
『
春
の
城
』
と
題

し
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
単
行
本
は

か
な
り
書
き
加
え
た
り
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
春
の
城
』
は
四
章
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
第
一
章
は
主
人
公
小
畑
耕
二
の

東
大
文
学
部
時
代
。
「
あ
号
作
戦
前
後
」
以
前
の
話
で
、
単
行
本
で
新
た
に
書

　
　
　
阿
川
弘
之
論
（
都
築
久
義
）

き
加
え
ら
れ
た
。
故
郷
の
広
島
に
い
る
、
伊
吹
智
恵
子
と
の
熱
く
純
粋
な
恋
も

語
ら
れ
、
こ
の
小
説
の
も
う
一
本
の
柱
と
な
っ
て
い
て
、
戦
争
文
学
の
中
に
青

春
小
説
の
彩
を
添
え
て
い
る
。

　
む
ろ
ん
、
第
一
章
の
基
調
は
、
〈
彼
は
此
の
戦
に
な
ら
、
本
当
に
命
が
投
げ

出
せ
さ
う
な
気
が
し
だ
し
た
。
そ
れ
が
自
分
達
若
者
の
光
栄
あ
る
義
務
だ
と
い

う
風
に
彼
は
思
つ
た
〉
と
言
う
く
だ
り
だ
。
小
田
切
秀
雄
が
『
近
代
日
本
の
学

生
像
』
（
青
木
書
店
　
昭
3
0
・
H
）
で
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
〈
戦
争
下
の
学

生
の
平
均
的
な
思
想
と
運
命
〉
で
あ
っ
た
。

　
第
二
章
は
、
「
あ
号
作
戦
前
後
」
の
内
容
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
、
第
三
章
は

漢
口
の
艦
隊
司
令
部
の
様
子
だ
が
、
こ
の
地
で
知
っ
た
原
子
爆
弾
の
投
下
に
か

ら
め
、
恩
師
と
恋
人
が
亡
く
な
っ
た
状
況
を
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。
第
四
章

の
時
代
は
昭
和
二
十
二
年
八
月
、
厳
島
神
社
の
管
弦
祭
の
日
。
広
島
駅
前
の
ア
ー

チ
に
、
「
祝
平
和
祭
」
と
書
か
れ
た
文
字
を
見
な
が
ら
、
〈
自
分
た
ち
が
戦
争
中

し
て
来
た
努
力
は
、
何
も
彼
も
不
正
な
誤
り
で
あ
つ
た
の
か
？
本
当
に
憎
ん
で

も
よ
い
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
何
な
の
か
？
〉
と
思
っ
た
。
そ
れ
は

阿
川
弘
之
が
問
い
つ
づ
け
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
彼
の
戦
争
文
学
の
原
点
で
あ
る
。

　
「
あ
号
作
戦
前
後
」
（
第
二
十
二
回
）
も
、
「
管
弦
祭
」
（
第
二
十
六
回
）
も

芥
川
賞
候
補
に
な
り
な
が
ら
受
賞
は
し
な
か
っ
た
が
、
『
春
の
城
』
は
第
四
回

（
昭
和
二
十
七
年
度
）
読
売
文
学
賞
小
説
賞
を
受
賞
し
て
、
名
実
と
も
に
文
壇

の
中
央
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
思
え
ば
昭
和
二
十
七
年
の
四
月
に
、
講

和
条
約
が
発
効
し
て
、
占
領
軍
管
理
の
時
代
が
終
り
、
五
月
二
日
に
は
戦
後
初

め
て
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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れ
た
年
で
あ
る
。

　
『
春
の
城
』
は
読
売
文
学
賞
受
賞
と
い
う
こ
と
で
選
者
の
一
人
、
広
津
和
郎

は
〈
戦
後
の
作
家
の
多
く
が
複
雑
な
現
実
と
の
対
決
で
否
定
的
に
な
っ
た
り
、

皮
肉
に
な
っ
た
り
、
絶
望
的
に
な
っ
た
り
し
て
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
的
歪
曲
を
見

せ
て
い
る
の
に
換
え
、
め
ず
ら
し
く
素
直
で
の
び
の
び
し
て
明
る
い
の
が
特
徴

で
あ
る
〉
（
読
売
新
聞
　
昭
2
8
・
1
・
1
）
と
評
し
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
も
事
実
だ
が
、
む
し
ろ
島
尾
敏
雄
の
次
の
指
摘
と
評
価
が
最
も
正

鵠
を
射
て
い
る
と
思
う
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
号
『
現
在
』
に
寄
稿
し
た
書
評

の
一
節
で
あ
る
。

主
人
公
の
周
囲
だ
け
が
疑
い
も
な
く
青
春
で
あ
っ
た
と
い
う
物
語
が
展
開

さ
れ
、
読
者
は
や
は
り
そ
の
瑞
々
し
さ
に
一
種
の
羨
望
の
よ
う
な
感
じ
は

す
る
が
、
あ
ま
り
に
も
青
春
だ
！
と
肩
を
す
ぼ
め
た
く
な
る
面
を
持
っ
て

い
る
。
暗
い
青
春
の
方
に
眼
を
向
け
る
者
に
対
す
る
、
す
る
ど
い
語
り
か

け
の
要
素
は
な
い
。

我
々
は
表
現
過
剰
の
小
説
を
あ
ま
り
に
若
い
周
囲
に
持
ち
す
ぎ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、
阿
川
は
一
つ
の
中
道
の
道
を
敢
然
と
示
し
て
呉
れ
た
と
い

う
功
績
は
認
め
よ
う
。
戦
争
小
説
は
兵
卒
の
位
置
か
ら
真
向
か
ぶ
つ
て
否

定
的
に
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
呪
文
を
先
ず
阿
川
が
破
る
こ
と
の
一
つ

の
例
を
示
し
て
呉
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
『
島
尾
敏
雄
全
集
第
1
3
巻
』
晶
文
社
　
昭
5
7
・
5
所
収
）

三
〇

　
戦
後
の
新
人
た
ち
の
戦
争
文
学
と
い
え
ば
、
梅
崎
春
生
の
「
桜
島
」
（
2
1
・

9
）
や
「
日
の
果
て
」
（
2
2
・
9
）
、
大
岡
昇
平
の
「
俘
虜
記
」
（
2
2
・
2
）
や

「
野
火
」
（
2
3
・
1
2
）
、
野
間
宏
の
「
崩
壊
感
覚
」
（
2
3
・
1
）
や
『
真
空
地
帯
』

（
2
7
・
2
）
な
ど
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
先
行
し
、

激
越
な
言
葉
や
深
刻
ぶ
っ
た
、
ま
さ
に
過
剰
な
表
現
が
目
に
つ
く
、
主
役
は
下

級
兵
士
。
軍
隊
の
非
人
間
性
や
腐
敗
を
告
発
す
る
こ
と
が
主
題
で
あ
り
、
敵
を

撃
つ
こ
と
に
悩
む
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
『
春
の
城
』
の
登
場
人
物
は
兵
卒
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
士
官
だ
。

舞
台
も
前
線
の
戦
場
や
軍
隊
で
は
な
い
。
予
備
学
生
出
身
の
イ
ン
テ
リ
将
校
の

中
に
は
、
多
少
の
疑
問
や
疑
念
を
持
つ
者
が
い
た
と
し
て
も
、
〈
真
向
か
ぶ
つ

て
否
定
的
〉
に
戦
争
を
見
て
い
る
者
は
い
な
い
、
戦
争
を
思
想
や
善
悪
で
は
な

く
、
国
家
や
勝
負
の
視
点
で
見
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
軍
隊
に
は
兵
卒
も
お
れ
ば
将
校
も
い
る
。
身
分
や
立
場
が
ち
が

え
ば
、
戦
争
へ
の
参
加
の
仕
方
や
考
え
方
も
ち
が
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦

後
の
戦
争
文
学
は
〈
兵
卒
〉
の
文
学
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
初
め
て
将
校
の
文

学
が
現
れ
、
戦
争
文
学
は
反
戦
、
反
軍
で
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
〈
呪
文
〉

を
破
っ
た
の
で
あ
る
。
阿
川
は
戦
争
文
学
を
反
戦
・
反
軍
の
視
点
や
立
場
で
書

か
な
か
っ
た
最
初
の
戦
後
派
作
家
で
あ
っ
た
。

　
『
春
の
城
』
が
阿
川
の
出
世
作
だ
と
す
れ
ば
、
代
表
作
は
「
雲
の
墓
標
」
で

あ
る
。
こ
の
作
品
は
昭
和
三
十
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
『
新
潮
』
に
連
載

さ
れ
、
翌
三
十
一
年
四
月
、
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
学
徒
出
陣
で
徴
兵
さ

れ
て
海
軍
に
入
り
、
予
備
学
生
と
し
て
、
飛
行
科
を
志
願
し
て
特
攻
隊
員
に
な



り
、
若
く
し
て
生
涯
を
閉
じ
た
青
年
を
主
人
公
に
し
た
日
記
形
式
の
小
説
で
あ

る
。　

こ
の
小
説
が
現
れ
る
前
に
も
、
特
攻
隊
員
や
戦
没
学
生
の
手
記
・
遺
稿
集
は

数
多
く
世
に
出
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
、
日
本
戦
没
学
生
手
記
編
集

委
員
会
が
東
大
共
同
組
合
出
版
部
か
ら
刊
行
し
た
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
』
が

最
も
有
名
だ
っ
た
。
「
あ
と
が
き
」
に
は
全
国
か
ら
三
百
九
人
の
寄
稿
が
あ
り
、

七
十
五
人
を
選
ん
で
収
録
し
、
〈
真
実
を
見
る
目
を
ふ
さ
が
れ
、
虐
げ
ら
れ
、

酷
使
さ
れ
、
そ
し
て
殺
さ
れ
て
い
つ
た
若
い
す
ぐ
れ
た
人
々
の
痛
切
な
訴
え
〉

が
満
ち
満
ち
て
い
る
と
記
し
て
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
序
文
」
に
は
〈
か
な
り
過
激
な
日
本
精
神
主
義
的
な
、
あ
る
時

に
は
戦
争
謳
歌
に
も
近
い
や
う
な
〉
も
の
は
載
せ
て
い
な
い
と
述
べ
、
そ
の
理

由
を
執
筆
者
で
東
大
教
授
の
渡
辺
一
夫
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

若
い
戦
没
学
徒
の
何
人
か
に
、
一
時
で
も
過
激
な
日
本
主
義
的
な
こ
と
や

戦
争
謳
歌
に
近
い
こ
と
を
書
き
綴
ら
せ
る
に
い
た
つ
た
酷
薄
な
条
件
と
は
、

あ
の
極
め
て
愚
劣
な
戦
争
と
、
あ
の
極
め
て
残
忍
闇
黒
な
国
家
組
織
と
軍

隊
組
織
と
そ
の
主
要
構
成
員
と
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
ひ
、
こ
れ
ら
の
痛
ま

し
い
若
干
の
記
録
は
、
追
ひ
つ
め
ら
れ
、
狂
乱
せ
し
め
ら
れ
た
若
い
魂
の

叫
び
声
に
外
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
。
（
略
）
若
い
学
徒
を
煽
て
あ
げ
て
ゐ
た

人
々
が
、
現
に
平
気
で
平
和
を
享
受
し
て
ゐ
る
こ
と
を
思
ふ
時
、
純
真
な

る
が
ま
ま
に
、
煽
動
の
犠
牲
に
な
り
、
し
か
も
今
は
、
白
骨
と
な
つ
て
ゐ

る
学
徒
諸
氏
の
切
な
い
痛
ま
し
す
ぎ
る
声
は
、
し
ば
ら
く
伏
せ
た
は
う
が

阿
川
弘
之
論
（
都
築
久
義
）

よ
い
と
思
つ
た
し
だ
い
だ
。

　
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
』
に
反
発
し
て
、
第
十
三
期
海
軍
飛
行
専
修
予
備
学

生
の
遺
族
同
期
生
の
会
『
白
鴎
遺
族
会
』
が
刊
行
し
た
の
が
『
雲
な
が
る
る
果

て
に
』
で
あ
る
。
〈
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
夏
、
（
略
）
当
時

の
偏
向
的
な
風
潮
に
対
し
て
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
が
あ
っ
た
〉
（
増
補
版

　
河
出
書
房
新
社
　
平
7
・
6
）
か
ら
だ
。

　
『
雲
な
が
る
る
果
て
に
』
の
「
発
刊
の
言
葉
」
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

戦
後
、
戦
没
学
生
の
手
記
と
し
て
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
』
が
刊
行
さ
れ
、

そ
し
て
そ
れ
が
当
時
の
日
本
の
青
年
の
気
持
の
全
部
で
あ
っ
た
か
の
よ
う

な
感
じ
で
迎
え
ら
れ
、
多
大
の
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
確
か
に

あ
あ
し
た
気
持
の
者
も
、
数
多
い
中
に
は
そ
う
と
う
お
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
一
つ
の
時
代
の
風
潮
に
お
も
ね
る
が
ご
と
き
一

面
か
ら
の
み
の
戦
争
観
、
人
生
観
の
み
を
描
き
、
そ
し
て
ま
た
思
想
的
に

或
い
は
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
か
の
風
聞
を
聞
く
に
お
よ
ん
で
は
、
「
必

死
」
の
境
地
に
肉
親
を
失
わ
れ
た
遺
家
族
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
同
題
名

の
映
画
の
場
合
と
同
様
に
、
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
そ
れ
の
み
を
真
実
と
す

る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
呪
わ
れ
た
気
持
の
中
に
放
り
だ
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
（
略
）
当
時
の
散
華
し
て
い
か
れ
た
方
々
の
気
持
は

も
っ
と
淡
々
と
し
た
、
も
っ
と
清
純
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
信
じ
て
、

一
三
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こ
れ
を
世
に
訴
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
本
が
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
興
味
深
い
が
、

遺
稿
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
、
手
紙
、
遺
書
、
覚
書
、
日
記
の

一
部
と
い
っ
た
大
勢
の
戦
没
学
生
の
短
文
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
の
心
理

や
行
動
の
断
片
は
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
心
理
や
行
動
の
全
体
像
は
十

分
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
そ
う
し
た
遺
稿
集
の
限
界
を
越
え
る
た
め
に
一
人

に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
特
攻
隊
戦
没
学
生
の
内
面
に
深
く
立
ち
入
っ
て
描
い
た
の

が
「
雲
の
墓
標
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
特
攻
隊
戦
没
学
徒
を
こ
れ
ほ
ど
詳
し
く

扱
っ
た
文
学
作
品
は
初
め
て
で
あ
ろ
う
。

　
主
人
公
は
京
都
大
学
文
学
部
国
文
科
に
在
学
の
ま
ま
徴
兵
さ
れ
、
同
級
生
四

人
と
一
緒
に
海
軍
に
入
っ
た
学
徒
出
陣
の
吉
野
次
郎
。
日
記
は
入
隊
し
て
二
日

後
の
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、
吉
野
に
特
攻
出
撃
命
令
が
く

だ
っ
た
二
十
年
六
月
十
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
こ
の
間
の
九
十

余
日
分
の
克
明
な
日
記
の
他
に
、
友
人
の
手
紙
や
本
人
の
遺
書
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
日
記
を
追
っ
て
行
く
と
、
こ
の
間
の
主
人
公
た
ち
の
動
向
や
特
攻
隊
の
実
態

な
ど
が
よ
く
わ
か
る
が
、
こ
の
小
説
の
主
題
は
〈
定
め
ら
れ
た
運
命
の
下
〉
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
、
〈
自
分
を
鍛
え
る
〉
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
鍛
え
て
行
っ

た
の
か
と
い
う
、
心
理
の
道
程
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
吉
野
次
郎
は
日
記
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

三
二

の
こ
し
て
き
た
学
業
へ
の
未
練
、
父
母
へ
の
思
慕
、
多
く
の
な
つ
か
し
い

人
々
へ
の
気
持
、
そ
れ
が
十
重
二
十
重
に
自
分
に
か
ら
み
つ
き
、
自
分
を

幾
つ
に
も
引
き
裂
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
に
は
も
は
や
、
な

に
も
の
か
を
選
ぶ
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
定
め
ら
れ
た
運
命
の
下
に
、

自
分
を
鍛
へ
る
こ
と
だ
け
が
、
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
道
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
八
年
十
二
月
十
二
日
）

　
「
雲
の
墓
標
」
は
、
む
ろ
ん
阿
川
弘
之
の
体
験
で
は
な
い
。
旧
友
か
ら
渡
さ

れ
た
実
在
の
日
記
を
も
と
に
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
作
者
が
こ
の
日
記
に
ど
の

程
度
の
創
作
を
加
え
た
か
は
と
も
か
く
、
朝
日
新
聞
（
昭
3
1
・
5
・
1
3
）
の
書

評
も
い
う
よ
う
に
〈
こ
の
小
説
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
青
年
の
日
記

も
非
常
に
良
質
の
も
の
だ
〉
。
そ
れ
は
〈
大
学
の
国
文
科
を
中
退
し
た
若
い
知

識
人
と
し
て
、
そ
の
内
面
生
活
も
外
面
生
活
も
節
度
を
保
ち
、
し
か
も
、
固
苦

し
い
形
式
主
義
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
、
あ
る
程
度
自
由
に
軍
隊
の
生
活
を
見
て

い
る
〉
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
戦
没
学
徒
の
日
記
を
読
め
ば
、
『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
』
の
編
集
の
意

図
や
思
惑
が
、
い
か
に
も
空
疎
な
こ
と
か
歴
然
と
し
て
く
る
。
遺
族
や
同
期
生

な
ら
ず
と
も
反
感
を
覚
え
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
阿
川
弘
之
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
青
年
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
共
感
し
、
万
感
の
思
い

を
込
め
て
「
雲
の
墓
標
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。

　
実
は
「
雲
の
墓
標
」
の
モ
デ
ル
は
第
十
四
期
海
軍
飛
行
予
備
学
生
で
あ
る
が
、

彼
ら
の
遺
稿
集
『
あ
あ
同
期
の
桜
』
も
小
説
が
世
に
出
て
十
年
後
の
昭
和
四
十



一
年
に
刊
行
（
毎
日
新
聞
社
）
さ
れ
、
阿
川
弘
之
も

41

E
1
0
）
に
さ
っ
そ
く
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
（
昭

彼
ら
に
必
死
の
戦
法
を
強
制
し
た
者
へ
の
不
満
と
、
彼
ら
の
死
の
価
値
の

評
価
と
は
、
自
ず
か
ら
別
の
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
特
攻
隊
員
た

ち
の
中
に
は
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
覚
悟
を
定
め
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
の

死
が
所
詮
は
犬
死
に
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
え
て
い
た
者
が
幾
人
も

い
た
。
ま
た
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
進
歩
派
の
学
者
や
評
論
家
の
中
に
、
同
じ

こ
と
を
い
っ
た
者
が
た
く
さ
ん
い
た
。
だ
が
、
特
攻
機
で
出
て
行
く
者
が

犬
死
を
心
配
す
る
の
と
、
進
歩
派
の
学
者
が
安
全
地
帯
に
出
て
か
ら
「
お

前
た
ち
は
犬
死
だ
っ
た
」
と
い
う
の
と
は
話
が
ま
る
で
ち
が
う
。
彼
ら
の

死
が
犬
死
で
あ
っ
た
と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
。
私
が
あ
の
一
握
り
の
人
々

の
書
く
も
の
を
一
切
信
用
せ
ず
、
唾
棄
し
た
い
気
持
を
持
ち
つ
づ
け
て
い

る
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
そ
こ
に
あ
る
。
耐
え
う
べ
か
ら
ず
も
の
に
耐
え

て
、
彼
ら
は
よ
く
戦
っ
て
く
れ
た
。

　
　
　
（
『
私
の
な
か
の
海
軍
予
備
学
生
』
昭
和
出
版
　
昭
4
6
・
2
所
収
）

　
阿
川
弘
之
が
た
ま
た
ま
手
に
し
た
特
攻
隊
戦
没
学
徒
の
日
記
を
一
読
し
て
、

「
雲
の
墓
標
」
を
書
こ
う
と
し
た
動
機
、
い
や
使
命
感
が
こ
の
一
文
の
中
に
明

瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
よ
う
。

　
阿
川
弘
之
は
、
『
春
の
城
』
と
『
雲
の
墓
標
』
の
二
つ
の
長
編
を
書
き
あ
げ

る
と
、
ま
る
で
使
命
を
終
え
た
か
の
よ
う
に
戦
争
文
学
を
発
表
し
な
か
っ
た
。

阿
川
弘
之
論
（
都
築
久
義
）

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
十
年
近
く
経
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
七
日
付
の
読

売
新
聞
で
〈
今
後
、
戦
争
文
学
を
書
く
と
す
れ
ば
、
将
軍
か
ら
一
兵
卒
ま
で
、

大
勢
の
人
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
生
活
を
背
負
う
て
活
躍
す
る
大
き
な
歴
史

絵
巻
の
よ
う
な
も
の
が
書
い
て
み
た
い
〉
と
言
い
、
「
史
伝
山
本
五
十
六
」
（
『
文

芸
朝
日
』
昭
3
9
・
1
0
～
4
0
・
9
）
を
書
き
始
め
た
。

　
「
史
伝
　
山
本
五
十
六
」
の
後
、
「
回
想
米
内
光
政
」
（
『
週
間
読
売
』
昭
5
2
・

7
～
5
3
・
8
）
、
「
井
上
成
美
」
（
『
新
潮
』
昭
5
8
・
5
～
6
1
・
3
）
と
書
き
継
い

で
、
二
十
余
年
を
か
け
て
海
軍
提
督
三
部
の
評
伝
を
ま
と
め
た
。
こ
の
間
、
阿

川
弘
之
が
属
し
た
海
軍
予
備
学
生
同
期
生
の
群
像
を
「
暗
い
波
濤
」
（
『
新
潮
』

昭
4
3
・
8
～
4
8
・
6
）
に
活
写
し
、
海
軍
の
巨
大
船
艦
「
軍
艦
長
門
の
生
涯
」

（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
　
昭
4
7
・
8
～
5
0
・
2
）
を
追
っ
て
、
大
東
亜
戦
争
の
〈
歴

史
絵
巻
〉
を
書
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
川
弘
之
は
、
時
代
が
余
儀
な
く
さ
せ
た
と
は
い
え
、
志
願
し
て
海
軍
に
入

り
、
予
備
学
生
か
ら
士
官
に
な
っ
た
が
、
過
酷
な
軍
隊
生
活
や
苛
烈
な
戦
場
生

活
は
送
っ
て
い
な
い
。
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
彼
が
選
択
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
国
家
総
動
員
体
制
で
戦
っ
た
大
東
亜
戦
争
下
で
は
、
若
者
は
す
べ

て
自
分
の
運
命
を
選
択
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
彼
は
い
つ
も
紙
一
重
の
と
こ
ろ
で
命
永
ら
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
を
素
直
に
あ
り
が
た
く
感
じ
、
自
ら
生
き
た
青
春
を
正
直
に

語
る
こ
と
が
生
き
残
っ
た
者
の
使
命
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
者
へ
の
義
務
だ
と

信
じ
て
き
た
。
そ
の
使
命
感
や
義
務
感
が
、
若
く
し
て
逝
っ
た
大
勢
の
友
や
同

世
代
の
仲
間
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
自
ら
の
立
場
と
姿
勢
を
一
貫
し

三
三
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三
四

て
守
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　
彼
は
兵
学
校
出
身
で
は
な
く
、
予
備
学
生
出
身
で
は
あ
っ
た
が
、
将
校
の
衿

持
を
捨
て
な
か
っ
た
作
家
で
あ
る
。
そ
れ
は
戦
後
の
作
家
の
中
で
は
経
歴
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
生
き
方
と
し
て
も
際
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。


